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法務省(MOJ：Ministry of Justice) 矯正局特別機動警備隊(SeRT：Special Security Readiness Team) の指揮官車に
MAZDA CX-8のディーゼル車が選ばれました。

法務省矯正局特別機動警備隊とは？
法務省矯正局特別機動警備隊は2019年4月に設置された組織で、矯正施設における暴動、逃走、天災事変等の保安上の
緊急の措置を要する事態が発生した場合に迅速かつ的確に対処するために創設された、法務省矯正局長直轄の部隊です。
特別機動警備隊では通常、こうした矯正施設における保安上の緊急措置に備えて様々な訓練を行っていますが、他にも
新型コロナウイルスのクラスターが発生した施設においてゾーニングの実施や、防護服の着脱方法の指導といった感染症
拡大防止の活動、また地域支援の一環として令和元年東日本台風被害や昨年7月静岡県熱海市で発生した大雨による
土砂災害をはじめとした、様々な災害発生後の復旧支援活動など、多岐にわたる活動を行っています。

この特別機動警備隊では、緊急事態発生時、隊長などの指揮官がその現場に急行し、いち早く現場の状況を把握したうえで
指揮をとることが重要とのこと。
そうした場面において、現場に急行できる指揮官車が必要になっていました。
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CX-8が選定された理由
今回、特別機動警備隊の指揮官車を導入するにあたって入札が実施され、複数あった候補の中から、
最も評価が高かった車両として、CX-8が選定されました。
主な選定理由は、
・がれきなどがある災害現場でも確実に到達できる走破性能があること
・指揮官を含め多人数乗車ができること
・特別機動警備隊の認知を高めるに相応しい、スタイリッシュさと存在感があること
の3点。

CX-8はマツダのSUVラインアップの一つとして、高い走破性を持ちながら、3列シートで最大7名まで乗れる乗車定員の多さが
特徴です。

また魂動デザインによる高いデザイン性も兼ね備えているだけでなく、今回納車されたディーゼル車は、災害時における
BCP対策(※)としても有効なため、特別機動警備隊の指揮官車に最適な車として採用されました。
(※)BCP対策：ディーゼル車の燃料である軽油は、ガソリンに比べて引火点が高いため、比較的安全に取り扱うことができます。
　   また軽油はその特性から、より多くの運搬や保管が可能となっており、災害時でもガソリンに比べて入手しやすく、
　   使いやすい燃料です。こうした観点からディーゼル車は災害時でも比較的利用しやすい車両となっています。

指揮官車の特徴をご紹介！

　お披露目式（2021年12月）

ではその指揮官車を詳しく見てみましょう。
指揮官車はCX-8・XD Smart Edition（4WD、7人乗り）に特別なカラーリングを施し、様々な架装や装備を追加しています。

マツダニュース 2ページ



まずはそのカラーリング。
青地に白いラインが入るそのカラーリングは、すでに配備されているトラックなどとデザインを合わせ、特別機動警備隊として
隊列を組んだ時の一貫性や編成美を崩さないこと、またその先頭を行く指揮官車としてふさわしい端正さや冷静さを持ち合わせて
いることを意識したデザインが採用されました。

フロントグリル内には点滅灯を設置。
通常車両の前面には衝突時に歩行者の頭部を保護する装備の「アクティブボンネット」のセンサーが設置されていますが、
点滅灯を後からつけると、アクティブボンネットのセンサーが反応しにくくなります。
そこでフロントグリル内に点滅灯を埋め込み、CX-8の歩行者保護性能を担保しながら必要な機能を付け加えています。

こうした架装は、マツダの量産車両開発やカスタマイズ事業を手掛ける(株)マツダE&Tが担当。
ベース車を熟知したエンジニアも参画し、散光式警光灯設置用にルーフ補強を追加するなど、ベース車両の持つ安全性能は
維持しながら、機能とデザイン性を両立させた架装が行われました。

　　　散光式警光灯

今後の活躍
こうして完成したCX-8の特別機動警備隊の指揮官車、今後はさまざまな場面で活躍する予定です。
また災害等発生時だけでなく、法務省矯正局の矯正展など各種イベントなどでも見ることができるかもしれません。
もし機会があれば、特別警備機動隊の活動とともに、この特別なCX-8を見てみてくださいね。
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マツダは、2022年スーパー耐久シリーズに「MAZDA2 Bio concept」および「マツダロードスター」の2台で参戦します。

「MAZDA2 Bio concept」と「マツダロードスター」

マツダは、次世代バイオディーゼル燃料を使用した車両でレースに参戦することで実証実験を行うとともに、
カーボンニュートラル実現の選択肢の一つとして次世代バイオディーゼル燃料の普及拡大を目指します。
さらに、日本国内のモータースポーツの活性化にも貢献したいと考えています。

「MAZDA2 Bio concept」は、ディーゼルエンジン「SKYACTIV-D」を搭載し、株式会社ユーグレナ（出雲充 代表取締役社長）が
提供する100%バイオマス由来の次世代バイオディーゼル燃料「サステオ」を使用します。
また、スーパー耐久に参戦して実績のあるレーシングチーム「TEAM NOPRO」（有限会社ノガミプロジェクト、野上敏彦 代表取締役）と
株式会社広島マツダ（松田哲也 代表取締役会長兼CEO）のレーシング部門「HM RACERS」など社外のレース関係者からのサポートを
受けて、メーカー開発車両が出走可能な「ST-Q」クラスに参戦する予定です。

ガソリンエンジン「SKYACTIV-G」を搭載する「ロードスター」では、マツダがサポートする参加型モータースポーツ出身ドライバーに
ステップアップの機会を提供します。
マツダ社内外のエンジニアやメカニックがチームを組み、「ST-5」クラスに第3戦スポーツランド SUGOから参戦します。

チーム名 ： MAZDA SPIRIT RACING
チーム代表 ： 前田 育男（マツダ株式会社 常務執行役員）
レース運営サポート ： TEAM NOPRO（ノガミプロジェクト）、HM RACERS（広島マツダ）
車両 ： #55 MAZDA SPIRIT RACING MAZDA2 Bio concept
ドライバー  ：  井尻 薫、関 豊（以上プロレーシングドライバー）、寺川 和紘、前田 育男（以上社内ドライバー）
車両  ：  #12 MAZDA SPIRIT RACING ROADSTER
ドライバー  ：  調整中

マツダは今後もコーポレートビジョンに基づき、「走る歓び」にあふれたカーライフを通じて、お客さまの人生をより豊かにし、
特別な絆を持ったブランドになることを目指すとともに、2050年のカーボンニュートラルへ挑戦してまいります。

マツダニュースリリース http://www.mazda.com/jp/publicity/release/
マツダ公式ブログ　zoom-zoom　BLOG http://blog.mazda.com/
YouTube　Mazda Channel http://www.mazda.com/jp/movie/
Facebookマツダ・ジャパン http://www.facebook.com/Mazda.Japan 
Instagram　mazda_jp https://www.instagram.com/mazda_jp/
Twitter　Mazda_PR https://twitter.com/Mazda_PR/
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マツダ、2022年スーパー耐久シリーズに参戦
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